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M U N E Y U K I  A Y U M I 　　宗行あゆみ ［国立聖書教会］

新しい歌を主に向かって歌え
詩編96編1節
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絵と御言葉
宗行あゆみ［国立聖書教会］ 

祈りの旅
① 新年の祈り

聖書日課

いのちのパン
挿し絵　光

こ う

後
ご

民子［鈴蘭台教会］

コミレビュ ! 
⑫ 違国日記　小宮山裕一［綱島教会］

漫画・圖像鍵盤（イコノクラヴィ～ア）
① 「闇も光も!」（詩139:12）の段　灯し派

Meet the 海外在住邦人教会・集会
⑫ シンシナティ日本語教会［アメリカ合衆国］

平和学入門
① 平和学とは何か　豊川慎［湘南恩寵教会］

わたしの街のこの教会
　 吉原富士見教会［静岡県富士市］

旧約聖書、そんなに大事?!
① 『創世記』を読もう　大西良嗣［宝塚教会］

寄り添って生きる
　 寄り添うことの難しさとやりがい　牛島智子［東京恩寵教会］117
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天地創造の活
い

けるまことの神様

大地はあなたによって基
もとい

を据
す

えられ

天はあなたの御
み

手
て

のわざを示しています

しかも 天地が滅びてもあなたはいまし

常に変わることなく

あなたの年月は尽きることがありません

それゆえ わたしたちはあなたをほめたたえます

天上の賛美にわたしたちの賛美を合わせ

あらゆる時代の あらゆる場所の

すべての聖徒たちと共に

永遠にあなたの栄光をほめたたえます

永遠にいます全能の神様

御
み

名
な

をほめたたえます

御
み

恵
めぐ

みによって過ぐる一年を守られ

祝福のうちに新年を迎えることができ

感謝いたします

どうか 今年も御
み

前
まえ

に掲げた目標を目指し

教会生活と日ごとの生活において主の道を歩み

あなたから与えられた使命を果たして

生きることができますように

献身的に 神と教会と人々に仕えるため

信仰と健康と経済生活を祝福してください

①

新
年
の
祈
り
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1月の聖書箇所と執筆者

● 主日　玉井宣行（所沢ニューライフ教会）
● 新年　石原知弘（東京恩寵教会）
● コリントの信徒への手紙一1-6章　西堀元
　　　　　　　　　　　　　　　　  （北神戸キリスト伝道所）
● 詩編39-42編　浅野正紀（江古田教会）
● コリントの信徒への手紙一7-11章　遠山信和（静岡教会）
● コリントの信徒への手紙一12-16章　長谷川潤（四日市教会）
● イザヤ書40-42章　後登雅博（高蔵寺教会）

※聖句引用は『聖書 新共同訳』（日本聖書協会）最新版による
※2023年より始まる『リジョイス』による５回目の聖書全巻通読



高知県高知市  高知教会  小
こ

出
いで

昌司代理牧師

　
新
し
い
年
、神
に
向
か
っ
て
大
き
く
口

を
開
き
た
い
と
思
い
ま
す
。神
は
私
た
ち

を
恵
み
で
満
た
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。エ

ジ
プ
ト
の
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ

ル
の
民
の
口
に
マ
ナ
を
与
え
て
養
っ
て
く

だ
さ
っ
た
よ
う
に
、今
も
私
た
ち
に
日
ご

と
の
糧か
て

や
必
要
な
も
の
を
す
べ
て
与
え
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、神
は
何
よ
り
も
霊
の
糧
で
あ

る
御
言
葉
に
よ
っ
て
、私
た
ち
の
魂
を
満

た
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。今
年
も
毎
日
聖

書
を
開
き
、口
を
広
く
開
け
る
よ
う
に
し

て
御
言
葉
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。知

ら
な
か
っ
た
御
言
葉
を
初
め
て
口
に
す

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。す
で
に
よ
く

知
っ
て
い
た
は
ず
の
御
言
葉
で
も
、あ
ら

た
め
て
口
に
し
て
、そ
の
味
を
新
た
に
知

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。聖
書

に
は
、甘
い
蜜み

つ

の
よ
う
な
慰
め
の
言
葉
も

あ
れ
ば
、苦
く
感
じ
る
よ
う
な
厳
し
い
教

え
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の
す
べ
て
を
受
け

取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、口
を
開
け
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
大
切
で
す
。手
を
出
し
て
受
け

取
る
の
で
あ
れ
ば
、気
に
入
ら
な
い
も
の

は
口
に
は
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、た
だ
口
を
広

く
開
け
て
、神
が
与
え
て
く
だ
さ
る
ま
ま

に
御
言
葉
を
受
け
取
り
、味
わ
う
の
で
す
。

そ
の
と
き
、こ
の
開
い
た
口
か
ら
、感
謝
と

賛
美
の
言
葉
も
ま
た
あ
ふ
れ
て
く
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

【
祈
り
】

　
神
よ
、新
し
い
年
の
歩
み
を
祝
福
し
て

く
だ
さ
り
、こ
の
口
を
御
言
葉
の
恵
み
で

満
た
し
て
く
だ
さ
い
。

口
を
開
け
て

神
の
恵
み
を

求
め
よ

詩編81編

81:11 わたしが、あなたの神、主。あなたを
エジプトの地から導き上った神。口を広く開
けよ、わたしはそれを満たそう。
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神
かみ

さまの顔
かお

は私
わたし

たちの目
め

からは見
み

えないね。

私
わたし

たちはついつい人
ひと

の目
め

ばかり気
き

にして

しまいます。神
かみ

さまはそんな私
わたし

たちを見
み

て

おられます。天
てん

を見
み

上
あ

げて、神
かみ

さまの顔
かお

を

さがし求
もと

めて、神
かみ

さまから力
ちから

をいただいて

歩
あゆ

んでいきましょう。

主
しゅ

を、主
しゅ

の御
み

力
ちから

を尋
たず

ね求
もと

め、常
つね

に御
み

顔
かお

を

求
もと

めよ

いかに幸
さいわ

いなことでしょう、あなたによっ

て勇
ゆう

気
き

を出
だ

し、心
こころ

に広
ひろ

い道
みち

を見
み

ている

人
ひと

は

一
いち

年
ねん

の歩
あゆ

みが始
はじ

まりました。道
みち

にたとえる

とスタート地
ち

点
てん

です。これから、どんな道
みち

になるかな？広
ひろ

い道
みち

、狭
せま

い道
みち

、坂
さか

道
みち

、でこ

ぼこ道
みち

……いろいろあるけれど、神
かみ

さま

がいつも一
いっ

緒
しょ

。心
こころ

に広
ひろ

い道
みち

を見
み

ていきま

しょう。

わたしが、あなたの神
かみ

、主
しゅ

。……口
くち

を広
ひろ

く

開
あ

けよ、わたしはそれを満
み

たそう

新
しん

年
ねん

です。この日
ひ

のために用
よう

意
い

されたご

ちそうを、あなたはさっそく口
くち

にすること

でしょう。そのときに、きょうの聖
せい

句
く

を忘
わす

れずにいただいてください。神
かみ

さまが、今
こ

年
とし

もあなたを最
さい

良
りょう

の食
た

べ物
もの

であるご自
じ

分
ぶん

の御
み

言
こと

葉
ば

、いのちのパンで養
やしな

うと約
やく

束
そく

し

てくださっています。

詩
し

編
へん

84編
へん

6節
せつ 火

詩
し

編
へん

105編
へん

4節
せつ

詩
し

編
へん

81編
ぺん

11節
せつ

レイアウト
書体・書式変更
しています
（左図どおり）

タイトル周りは
句読点なし

 月 水



違国日記

　この作品は、中学校卒業直前に両親を交通事故で失った15歳の少女、田
た

汲
くみ

朝
あさ

と、彼女の叔
お

母
ば

で35歳の少女小説家、高
こう

代
だい

槙
まき

生
お

との共同生活を描いています。両
親の葬儀の日、朝が親

しん
戚
せき

にたらい回しにされそうになる状況を槙生が見ていられ
ず、朝を引き取ると宣言し、二人の手探りの共同生活が始まるのです。
　インターネットのレビューによれば、この漫画は特に「名前の付いていない感
情」を捉

とら
えて描いている点が評価されています。人間が経験する多くの感情は、喜

怒哀楽だけでは表現できないものがあり、この漫画は登場人物それぞれが感じる
さまざまな感情を自然に描き出しているそうです。また、読者は漫画を読んでい
て、過去の自分を思い出すこともあれば、登場人物の感情に身を置くことを想像
したりして、言葉に表しがたい感情が心に流れるのを感じることができると述べ
ています。確かに、この作品は私たちの眠っていた感情を思い起こさせるのです。
若い時のいらだち、大人になってから味わう、あの人のことを思っているのに届
かないもどかしさ。
　また、この作品を読んで思い出したのが、映画「男はつらいよ」。寅

とら
さんの甥

おい
っ子

の満男。朝と槙生も叔母と姪
めい

の関係です。このように、親子（縦の関係）でも友人
（横の関係）でもない斜めの関係とも言うべき関係が特に若い時には大切なので
はないか、と思うのです。親子は近いが故にややこしくなりがちですし、友人は時
に不安定です。斜めの関係を求めている若い人は意外と多いのではないでしょう
か。こうした若い人に寄り添いたいと願う大人の皆様も、ぜひ、ご一読ください。
　作中では、ジェンダーやセクシャリティ、家族主義などが描かれますが、価値
観を押しつけるのではなく、かといって突き放すのでもありません。自分の中に
ある無意識のバイアス。もしかしたら誰かを無意識に傷つけてしまっていたのか
も。そうした気づきをこの作品を通して知ることができるでしょう。

コミレビュ！
C O M I C  B O O K  R E V I E W  /  F i l e - O 1

T I T L E

小 宮 山 裕 一  綱島教会

　あなたがたは立派な学校に入って、立派な先生から始終指導を受けていらっ
しゃる、またその方々の専門的もしくは一般的《いっぱんてき》の講義を毎日聞いて
いらっしゃる。それだのに私みたようなものを、ことさらによそから連れて来て、講
演を聴こうとなされるのは、ちょうど先刻お話したお大名が目黒の秋刀魚を賞翫

《しょうがん》したようなもので、つまりは珍らしいから、一口食ってみようという料
簡じゃないかと推察されるのです。実際をいうと、私のようなものよりも、あなたが
たが毎日顔を見ていらっしゃる常雇《じょうやと》いの先生のお話の方がよほど有
益でもあり、かつまた面白かろうとも思われるのです。たとい私にしたところで、も
しこの学校の教授にでもなっていたならば、単に新らしい刺戟《しげき》のないとい
うだけでも、このくらいの人数が集って私の講演をお聴きになる熱心なり好奇心

《こうきしん》なりは起るまいと考えるのですがどんなものでしょう。
私がなぜそんな仮定をするかというと、この私は現に昔しこの学習院の教師になろ
うとした事があるのです。もっとも自分で運動した訳でもないのですが、この学校
にいた知人が私を推薦《すいせん》してくれたのです。その時分の私は卒業する間
際まで何をして衣食の道を講じていいか知らなかったほどの迂濶者《うかつもの》
でしたが、さていよいよ世間へ出てみると、懐手《ふところで》をして待っていたっ
て、下宿料が入って来る訳でもないので、教育者になれるかなれないかの問題はと
にかく、どこかへ潜《もぐ》り込《こ》む必要があったので、ついこの知人のいう通り
この学校へ向けて運動を開始した次第であります。その時分私の敵が一人ありま
した。しかし私の知人は私に向ってしきりに大丈夫《だいじょうぶ》らしい事をいう
ので、私の方でも、もう任命されたような気分になって、先生はどんな着物を着な
ければならないのかなどと訊《き》いてみたものです。するとその男はモーニングで
なくては教場へ出られないと云いますから、私はまだ事のきまらない先に、モーニ

　
あ
な
た
が
た
は
立
派
な
学
校
に
入
っ
て
、立
派

な
先
生
か
ら
始
終
指
導
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
、ま
た
そ
の
方
々
の
専
門
的
も
し
く
は
一
般
的

《
い
っ
ぱ
ん
て
き
》の
講
義
を
毎
日
聞
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
。そ
れ
だ
の
に
私
み
た
よ
う
な
も
の
を
、

こ
と
さ
ら
に
よ
そ
か
ら
連
れ
て
来
て
、講
演
を
聴

こ
う
と
な
さ
れ
る
の
は
、ち
ょ
う
ど
先
刻
お
話
し

た
お
大
名
が
目
黒
の
秋
刀
魚
を
賞
翫《
し
ょ
う

が
ん
》し
た
よ
う
な
も
の
で
、つ
ま
り
は
珍
ら
し
い

か
ら
、一
口
食
っ
て
み
よ
う
と
い
う
料
簡
じ
ゃ
な

い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
す
。実
際
を
い
う
と
、

私
の
よ
う
な
も
の
よ
り
も
、あ
な
た
が
た
が
毎
日

顔
を
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
常
雇《
じ
ょ
う
や
と
》い

の
先
生
の
お
話
の
方
が
よ
ほ
ど
有
益
で
も
あ
り
、

か
つ
ま
た
面
白
か
ろ
う
と
も
思
わ
れ
る
の
で
す
。
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テロール教授の怪しい授業

兵
庫
県
・
神
戸
市

○
○
○
○
教
会

〇〇〇〇教会のおすすめ！
教会のおすすめポイントをコラム的に紹介。
教会を訪問したさいにチェックしたいみどこ
ろなど。教会のおすすめポイントをコラム的
に紹介。教会を訪問したさいにチェックした
いみどころなど。ぜひ、おねがいします。

マツザキノリミチ：マツザキさんの紹介。どうい
うひとがどういった視点で教会を見聞されるかが
一目でわかる文章をお願いします（毎回共通）。KOBE

マツザキノリミチの

原作：カルロ・ゼン
／漫画：石田点／
講談社／Kindle
版

本のタイトル
1行におさめる

本文文字数
MAX
36字×23行
≒820字

本の情報
「／」で区切る 所在地をピン付け

市名をローマ字表記

教会の
おすすめ画像

本文書式設定
ヒラギノ
角ゴシックW3
10pt  19送り
平体95％
和文等幅
トラッキング-5
文字組なし
強い禁則

本文文字数
MAX
18字×15行
≒270字

紹介文書式設定
ヒラギノ
角ゴシックW3
8.5pt  13送り
和文等幅
トラッキング20

教会紹介文字数
MAX
19字×14行
≒95字

マツザキさんの
紹介文
55字程度

本文書式設定
ヒラギノ
角ゴシックW3
9pt  16送り
和文等幅
トラッキング50

新ページ

本の表紙

既存ページ／変更なし

コミレビュ！
C O M I C  B O O K  R E V I E W  /  F i l e - O 1

T I T L E

小 宮 山 裕 一  綱島教会

　あなたがたは立派な学校に入って、立派な先生から始終指導を受けていらっ
しゃる、またその方々の専門的もしくは一般的《いっぱんてき》の講義を毎日聞いて
いらっしゃる。それだのに私みたようなものを、ことさらによそから連れて来て、講
演を聴こうとなされるのは、ちょうど先刻お話したお大名が目黒の秋刀魚を賞翫

《しょうがん》したようなもので、つまりは珍らしいから、一口食ってみようという料
簡じゃないかと推察されるのです。実際をいうと、私のようなものよりも、あなたが
たが毎日顔を見ていらっしゃる常雇《じょうやと》いの先生のお話の方がよほど有
益でもあり、かつまた面白かろうとも思われるのです。たとい私にしたところで、も
しこの学校の教授にでもなっていたならば、単に新らしい刺戟《しげき》のないとい
うだけでも、このくらいの人数が集って私の講演をお聴きになる熱心なり好奇心

《こうきしん》なりは起るまいと考えるのですがどんなものでしょう。
私がなぜそんな仮定をするかというと、この私は現に昔しこの学習院の教師になろ
うとした事があるのです。もっとも自分で運動した訳でもないのですが、この学校
にいた知人が私を推薦《すいせん》してくれたのです。その時分の私は卒業する間
際まで何をして衣食の道を講じていいか知らなかったほどの迂濶者《うかつもの》
でしたが、さていよいよ世間へ出てみると、懐手《ふところで》をして待っていたっ
て、下宿料が入って来る訳でもないので、教育者になれるかなれないかの問題はと
にかく、どこかへ潜《もぐ》り込《こ》む必要があったので、ついこの知人のいう通り
この学校へ向けて運動を開始した次第であります。その時分私の敵が一人ありま
した。しかし私の知人は私に向ってしきりに大丈夫《だいじょうぶ》らしい事をいう
ので、私の方でも、もう任命されたような気分になって、先生はどんな着物を着な
ければならないのかなどと訊《き》いてみたものです。するとその男はモーニングで
なくては教場へ出られないと云いますから、私はまだ事のきまらない先に、モーニ

　
あ
な
た
が
た
は
立
派
な
学
校
に
入
っ
て
、立
派

な
先
生
か
ら
始
終
指
導
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
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　今駒泰成は一九二六年、東京に生

まれました。一九五五年、日本聖書神

学校卒業。日本基督教団川崎教会牧

師を経て、豊島岡教会牧師。日本盲

人キリスト教伝道協議会主事も務め

ました。

讃美歌「み言葉をください」（「第二

編」八〇、「２１」五八）で知られる今

駒は、すぐれた現代詩人としても活

躍しました。第一詩集『ぼくの爽やか

なレリギオ』以後十数冊の詩集を刊

行しています。『魂の風景』は「キリス

ト詩集」と銘打たれています。『ぱら

クレーしす』はパウル・クレーの二十

の絵画に着想を得た二十編からなり

ます。

　直美夫人はいくつもの病気を得

　今駒泰成は一九二六年、東京に生

まれました。一九五五年、日本聖書神

学校卒業。日本基督教団川崎教会牧

師を経て、豊島岡教会牧師。日本盲

人キリスト教伝道協議会主事も務め

ました。

讃美歌「み言葉をください」（「第二

編」八〇、「２１」五八）で知られる今

駒は、すぐれた現代詩人としても活

躍しました。第一詩集『ぼくの爽やか

なレリギオ』以後十数冊の詩集を刊

行しています。『魂の風景』は「キリス

ト詩集」と銘打たれています。『ぱら

クレーしす』はパウル・クレーの二十

の絵画に着想を得た二十編からなり

ます。

　直美夫人はいくつもの病気を得て

いた人で、三十数年間病床にあり、

今駒は献身的な看病を続けました。

夫人との日々に触れつつ、主がモー

セを約束の地を見る直前に召され

たのは「ひとの挫折や名誉、不名誉、

そして死と死後それら一切をひとは

ただ神に一任すればよいというこ

と」であり、これが「ぼくの爽やかな

レリギオ」であると語っています。夫

人召天後、記念に編まれた詩集『に

んげんをやめて』に付した文章に記

されます。「われわれは死においても

神の支配の下にあり、神の所有、神

の愛の対象であることをやめないか

らである。まさにわれわれは死ぬが、

しかし神はわれわれのために覚めて

生きたもう。これをこそインマヌエル

という。それゆえに、われわれは死に

おいても滅びない」。

キリスト教と芸術。大きなテーマです。

キリスト教と美術。キリスト教と音楽。

それぞれに興味深い論点があるで

しょう。

　キリスト教と文学ということで言う

なら、そこにはデリケートな問題があ

ると思われます。なぜなら聖書は「言

葉」であり、文学もまた「言葉」を用

いてなされるからです。「キリスト教

詩」を考える場合にも、この問題が

あります。美術や音楽と詩との違い

は、詩が言葉を直接の素材とする点

にあります。それはそのまま、聖書と

詩の接近ということを意味します。お

そらくそこに詩の持つ固有のむずか

しさがあります。人間の言葉である

詩は、神の言葉である聖書に及ばな

い。聖書を有していて、なお詩を有す

ることに意味はあるのか。聖書があ

ればもはや詩は不要ではないのか。

あるいは、詩が聖書の信仰の妨げに

なることはないのか。詩の言葉が聖

書をおとしめてしまうことはないの

か。明治以来このことに悩み、葛藤を

覚えて来た詩人たちがあったのでは

ないか。信仰を持ちつつ詩を書くこ

と。そこに意味はあるのか。あるのだ

としたら、そこでは詩はどのように位

置づけられるのか。そもそも、詩は神

学や信仰から自立した固有の場所を

持つことができるのか。

この問いへの答えとして、今駒は自

著の中でひとつの詩論を紹介してい

ます。イギリスの神学者Ｐ・Ｔ・フォー

サイスの詩論です。フォーサイスは言

います。人間存在を新しく創造する

キリストにあって、人間の内にある芸

術（美的なもの）創造の能力も再生
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　シンシナティ日本語教会は、国法、

オハイオ州法で登録上の教会として

は2020年成立ですが、20年以上の歴

史を持つ超教派の無牧のクリスチャ

ンの集まりです。前身であるグレー

ターシンシナティ日本語礼拝は2001

年開始、全員がアメリカ現地の教会員

でもあったため、月一回のみの集会を

続けた後、やがて教会とすべく2012

年に法人化しました。2019年、ワシン

トンD.C.の牧会を引退されて日本へ帰

還準備を進めておられた西郷純一牧

師（現佐野レインボー・チャーチ牧師）

を一時的に主任牧師としてお迎えし

て、初めて日本語で「教会とは何か」、ま

た「教会として立つ」ことを学びまし

た。その間、当時ピッツバーグに博士

課程のため滞在しておられた酒井啓

介牧師（現日本キリスト改革派坂戸教

会牧師）にも聖書勉強会や説教などで

深く関わっていただくようになり、二

人の牧師のもとで信徒は大いに恵ま

れました。成立後ほぼ半年でコロナ禍
か

のため完全オンラインの教会に切り

替え、二年ほどを過ごすことになりま

した。

　現在の主日礼拝は、毎月第一週は酒

井牧師の坂戸教会説教録画を元にミ

ニ礼拝、第二週目はワシントンD.C.の

片岡継牧師（ワシントン日本人キリス

ト教会牧師）のライブ、第三週目は日

本在住の西郷牧師、酒井牧師、岡本雅

幸牧師（元単立日本キリスト住吉教会

牧師）、溝内美和子伝道師（箕
みの

面
お

コイノ

ニア・キリスト教会伝道師）に礼拝説

教を録画もしくはライブで依頼、第四

週目は北ケンタッキー地域において

ルイビル日本語教会との合同礼拝（佐

藤岩雄牧師）参加、そして第五週目は

必要に応じてメンバー会議、という形

で集まっています。現在はコロナ禍に

より得た全米の他州およびカナダ、日

本など遠隔地の教会員と現地での対

面礼拝との二本立て礼拝を増やす試

みを模索中です。

　現在の教会員の構成は、現地組織で

シンシナティ日本語教会
Japanese Christian Church of CincinnatiCongregation

12

japanesechchurchofcincinnati@gmail.com
https://cincinnatijapanesechurch.com/
Pastor: 無牧（レギュラーのゲスト牧師５人の方にお願いしています）



　
今
号
よ
り「
平
和
学
入
門
」と
題
す
る

全
十
二
回
の
連
載
を
担
当
し
ま
す
。平

和
学
と
は「
平
和
と
は
何
か
」、「
平
和
は

い
か
に
し
て
可
能
か
」と
学
問
的
に
探

究
す
る
分
野
で
す
。本
連
載
で
は
、平
和

学
が
問
う
て
い
る
様
々
な
具
体
的
課
題

や
理
論
と
の
対
話
を
通
じ
て
、キ
リ
ス

ト
教
の
観
点
か
ら
平
和
の
課
題
や
実
践

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

　

主
イ
エ
ス
は「
平
和
を
実
現
す
る

人
々
は
幸
い
で
あ
る
」（
マ
タ
イ
五
章
九



Ｑ 

伝
道
は
い
つ
ど
の
よ

う
に
開
始
さ
れ
て
、今
に

至
っ
て
い
る
の
で
す
か

Ａ　
一
九
六
六
年
か
ら
行
わ

れ
た
静
岡
教
会
の
家
庭
集
会

が
基
と
な
り
、一
九
七
五
年

に
伝
道
所
の
設
立
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。初
代
牧
師
に
田

村
英
典
教
師
を
迎
え
、以
来

五
十
年
近
く
歴
史
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。

Ｑ 

先
生
は
何
代
目
の
牧

師
で
す
か

Ａ　

私
で
三
代
目
で
す
。二

代
目
の
羽
野
浩
雪
教
師
は

一
九
八
二
年
の
就
職
か
ら

四
十
年
近
く
地
道
に
、そ
し

て
堅
実
に
伝
道
牧
会
に
励
ま

れ
ま
し
た
。二
〇
二
一
年
四

月
よ
り
私
が
引
き
継
い
で
い

ま
す
。

Ｑ 

こ
の
教
会
が
置
か
れ

て
い
る
場
所
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
す
か

Ａ　
富
士
市
は
人
口
二
十
五
万

人
ほ
ど
、浜
松
市
、静
岡
市
に

次
い
で
静
岡
県
で
三
番
目
に

人
口
の
多
い
市
で
す
。富
士

山さ
ん

麓れ
き

か
ら
湧わ

き
出
る
豊
富
な

水
を
使
っ
た
製
紙
業
が
盛
ん

で
す
。

　
「
吉
原
」と
は
、富
士
市
東
部

の
地
名
で
、東
海
道
五
十
三

次
の
宿
場
町
・
吉
原
宿
か
ら

来
て
い
ま
す
。教
会
は
富
士

山
の
南
の
斜
面
を
少
し
登
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。伝

吉原富士見教会
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1

に
対
し
、主
は
言
語
を
混
乱
さ
せ
ま
し
た
。

人
々
は
町
の
建
設
を
あ
き
ら
め
、全
地
に

散
ら
さ
れ
ま
す
。

　

一
二
章
以
下
に
は
、全
地
に
広
が
っ
た

罪
に
対
す
る
神
の
解
決
策
が
記
さ
れ
て
行

き
ま
す
。そ
の
計
画
は
壮
大
で
、『
創
世
記
』

一
二
章
か
ら
始
ま
っ
て『
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示

録
』に
ま
で
至
る
も
の
で
す
。

　

最
初
に
主
が
行
う
の
は
、ア
ブ
ラ
ハ
ム

を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
こ
か
ら
イ

ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。主
は

ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
選
ぶ
に
際
し
て
、三
つ
の

約
束
を
与
え
ま
し
た
。①
あ
な
た
を
大
い

な
る
国
民
に
す
る（
二
節
）。つ
ま
り
子
孫

の
数
を
多
く
す
る
。②
あ
な
た
の
子
孫
に

こ
の
土
地（
カ
ナ
ン
地
方
）を
与
え
る（
七

節
）。③
地
上
の
氏
族
は
す
べ
て
あ
な
た

（
ま
た
は
あ
な
た
の
子
孫
）に
よ
っ
て
祝
福

　

旧
約
の
各
書
を
毎
月
一
つ
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。  

旧
約
聖
書
に
触
れ
る
機
会
は
、新
約
に
比
べ
て
少

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、旧
約
の
理
解
は

新
約
の
理
解
を
助
け
ま
す
。「
旧
約
聖
書
、そ
ん
な

に
大
事
？
」（
疑
問
）か
ら
、「
そ
ん
な
に
大
事
！
」

（
確
信
）に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　

ま
ず
は『
創
世
記
』で
す
。一
、二
章
に
は
世
界

の
創
造
と
人
間
の
創
造
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い

ま
す
。世
界
は
極
め
て
良
い
も
の
と
し
て
創
造

さ
れ
ま
し
た
が（
一
章
三
一
節
）、三
章
で
は
人

間
が
最
初
の
罪
を
犯
し
ま
す
。四
～
一
一
章
に

は
人
間
の
罪
が
深
刻
化
し
、広
が
っ
て
い
く

様
子
が
記
さ
れ
ま
す
。洪
水
に
よ
っ
て
地
上

の
す
べ
て
の
も
の
が
滅
ぼ
さ
れ
た
ほ
ど
で
す

（
六
～
一
〇
章
）。し
か
し
、そ
れ
で
も
罪
は
広

が
り
続
け
ま
す
。一
一
章
の
バ
ベ
ル
の
塔
の

出
来
事
で
は
、傲ご

う

慢ま
ん

に
な
っ
て「
天
ま
で
届

く
塔
の
あ
る
町
」を
建
て
よ
う
と
す
る
人
々



　

将
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
若
い
こ
ろ
、で

き
れ
ば
子
ど
も
に
か
か
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
願
い
は
様
々
な
出

会
い
を
経
て
徐
々
に
形
に
な
り
、発
達
を
専
門

と
す
る
心
理
職
と
し
て
定
年
ま
で
勤
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。今
も
非
常
勤
と
し
て
療
育
セ

ン
タ
ー
や
発
達
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
障
害
を

も
つ
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
家
族
の
相
談
を
続
け

て
い
ま
す
。教
会
で
は
執
事
と
し
て
奉
仕
し
、昨

年
の
一
〇
月
か
ら
は
大
会
執
事
活
動
委
員
会
に

も
加
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る「
対
人
援
助
職
」が
生な

り

業わ
い

で
す
か

ら
、「
寄
り
添
っ
て
生
き
る
」日
々
で
あ
る
べ
き

な
の
で
す
が
、実
態
は
そ
の
難
し
さ
を
噛か

み
し

め
る
毎
日
で
す
。痛
み
に
気
付
け
な
い
鈍
感
さ
、

知
識
の
足
り
な
い
不
勉
強
、相
手
の
立
場
に
立

て
な
い
想
像
力
の
欠
如
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
の
す
れ
違
い
…
…
そ
し
て
そ
ん
な
自
分
か

ら
目
を
背
け
て
し
ま
う
無
自
覚
さ
。情
け
な
い

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、そ
れ
で
も
続
け
て

き
た
の
は
こ
の
仕
事
が
好
き
で
、や
り
が
い
も

感
じ
て
来
ら
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
に
来
ら
れ
る
人
は
何
か
し
ら
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
を
抱か

か
え
て
い
ま
す
。そ
の
人
自
身

に
発
達
の
遅
れ
や
偏か

た
より

な
ど
の
特
性
が
あ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、取
り
巻
く
環
境
の
影
響

も
ま
た
大
き
い
の
で
す
。そ
れ
ら
を
紐ひ

も
解
い
て

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。答

え
は
す
ぐ
に
は
出
な
い
の
で
す
が
、支
援
者
の

側
も
チ
ー
ム
で
支
え
合
い
な
が
ら
、そ
の
方
や

ご
家
族
と
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　

無
力
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す

が
、「
人
は
成
長
で
き
る
」こ
と
を
実
感
で
き
る

の
が
こ
の
仕
事
の
醍だ

い
醐ご

味み

で
す
。私
も
ま
た
神

様
に
与
え
ら
れ
た
道
を
歩
む
中
で
、ま
だ
ま
だ

成
長
さ
せ
ら
れ
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

寄
り
添
う
こ
と

 

の
難
し
さ
と

 

や
り
が
い



あ
と
が
き

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
リ
ジ
ョ
イ
ス
を
な
に
と
ぞ
。

昨
年
の
一
一
月
、
大
き
め
の
ろ
う
そ
く
を
購

入
し
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
実
際
に
火
を
つ

け
る
の
で
は
な
く
、
電
池
で
光
る
も
の
で
す

が
、
本
物
の
ろ
う
そ
く
の
よ
う
で
す
。

　
二
〇
一
五
年
、
南
ア
フ
リ
カ
を
訪
問
す
る

機
会
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
教
会
を
訪

問
し
た
と
き
の
こ
と
。
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を

囲
む
よ
う
に
し
て
座
っ
た
私
た
ち
の
前
に
、

そ
の
教
会
の
牧
師
さ
ん
が
大
き
な
ロ
ー
ソ
ク

を
持
っ
て
き
て
、
火
を
つ
け
て
く
だ
さ
り
ま

し
た
。
主
の
前
に
静
ま
り
ま
し
ょ
う
、
と
い

う
一
言
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
旅
を
思

い
お
越
し
な
が
ら
火
を
見
つ
め
る
の
は
と
も

て
良
い
時
間
で
し
た
。
旅
の
疲
れ
を
覚
え
て

い
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
今
一
度
、
旅
の
目

的
を
覚
え
る
時
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
信
仰
生
活
は
豊

か
に
な
り
ま
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
、
お
試
し
く

だ
さ
い
。

吉原富士見教会

わたしの街のこの教会

詳細は 52,53 ページをご覧ください
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